
 

このたび、令和 4 年 5 月より登別すずらん病院にもの忘れ外来担当医として勤務さ

せていただくこととなりました。 

これまで、急性期・慢性期を通して内科・脳神経内科診療に従事してまいりました。 

もの忘れ、認知症を取り巻く問題はたくさんあり、認知症ではないかとお困りの患

者様ならびにご家族の皆様の少しでもお役に立てればと考えています。 
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やまぐち    いさお 

山 口  勇 雄 医師 

事務部医事課 

高齢者ができるだけ在宅で自立して暮らしていけるよ

うサポートするケアマネジャーの仕事にやりがいを感

じながら、楽しく仕事をさせていただいています。「目

配り」「気配り」を忘れず、一人一人の利用者様の声や

思いを大切に、安心した在宅生活をサポートできるよ

う、日々努力していきます。よろしくお願いいたします。 

初めまして、8 月より入職しました相内と申します。 

以前は、金融機関に勤めており窓口業務を担当しており

ました。医療事務は未経験ではありますが、1 日でも早

く仕事を覚え、笑顔で明るく、地域の皆様へ寄り添える

よう努めてまいります。どうぞよろしくお願い致しま

す。 

診療科  内科・脳神経内科 

 

専門医  脳神経内科専門医 

もの忘れ外来診療日のご案内 

 

診 療 日：水曜日 午後 

     金曜日 午前 

予約方法：お電話、もしくは外来看護師に

直接ご予約ください 

予約受付時間：月曜～金曜 9：00～17：00 

（祝日、年末年始休診期間中を除く） 

※完全予約制とさせていただきます 

令和 4 年 5 月より山口 勇雄医師が当院に着任されました。 



 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

現在あらゆる医療機関に導入されつつ 

ある「オンライン資格確認システム」

についてご存知ですか？  

オンライン資格確認システムとは主に

マイナンバーカードを健康保険証とし

て利用できるというシステムのことで

す。  

医療機関では受診時に保険証の提示を

求められることと思いますが、このシ

ステムではマイナンバーを専用の機械 

で読み取ることで保険情報を確認することができます。また入院時などの高

額な療養を受けるときに利用する限度額認定証の情報も確認することがで

きるようになります。  

確認できる情報は他にもあり、特定健診の受診情報、お薬の処方歴も複数の

医療機関の医師と共有できるようになるので、様々な情報がデータとして閲

覧できることにより、総合的な診断や適切な処方を受けることができます。  

上記の情報は登録によって全て公開されてしまうわけではなく、患者様の同

意なしでは閲覧することができません。また公開する情報は選択できるので

安心して利用することができるようになっています。  

当院にもオンライン資格確認システムを導入しています。  

登録についてもサポート致しますのでぜひご活用ください。 

ご不明点がございましたら、医事課までお問い合わせください。 

オオンンラライインン資資格格確確認認シシスステテムム  

導導入入ししままししたた！！  

 

 

 

 

 

 

 

熱中症は汗をかくことで体の水分や塩分が減り、血の巡りが悪くなることで、体温

が上昇し脳などの重要な臓器がダメージを受けることで発症します。めまいやだる

さ、こむら返り、嘔気、頭痛、意識障害をきたすこともあります。新型コロナウイ

ルス感染症との見分けが難しいことも問題となっています。 

 

【熱中症による救急搬送者の半数は高齢者です】 

高齢者が熱中症にかかりやすい理由は主に、①体温調節機能 

の低下②体の水分量の減少です。体の水分が少ないと少量の 

汗でも熱中症にかかりやすく、重症化しやすくなります。 

 

【発熱の原因は熱中症かもしれません】 

気温が 25℃程度でも湿度が高いときには汗が蒸発しにくく体温を下げることがで

きなくなるため、熱中症の危険性が高くなります。高齢者は暑さや水分不足に対す

る感覚が低下し過度な厚着をしていることもあるため注意が必要です。さらにリス

クを高める要因として高血圧、心臓病、糖尿病、肥満などがあります。持病の治療

も大切な熱中症対策です。 

 

【ビールで水分補給はできません】 

熱中症予防の基本はこまめな水分補給です。しかし、アルコールやコーヒー、紅茶、

コーラなどに含まれるカフェインには利尿作用があり、飲んだ以上の水分が出て行

ってしまいます。汗が多いときは塩分などの摂取も必要ですが、心臓病・腎臓病の

ある方では注意が必要です。医師と相談しておきましょう。 

ままだだままだだ熱熱中中症症にに注注意意がが必必要要でですす  

柳川 利正 院長 

やながわ  としまさ 


